
荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
二
）

山
寺
(小
野
)美
紀
子

凡

例
（
補
遺
）

「
荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
一
）」（『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
四
巻
、
二
〇
一
七
年
）
に
載

せ
た
凡
例
と
重
複
す
る
事
項
は
除
き
、
変
更
・
追
加
の
あ
る
事
項
の
み
、
以
下
に
載
せ
る
。

【
翻
刻
に
つ
い
て
】

一
、
底
本
の
不
鮮
明
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
田
安
徳
川
家
資
料
［15

-514］『
琴
学
大
意
抄
』（
写
一
冊
、
幸
田
子
泉
（
一
六
九
二
～
一
七

五
八
）・
児
玉
空
々
（
一
七
三
五
～
一
八
一
二
）
旧
蔵
）、
及
び
陽
明
文
庫
所
蔵
［
近73-11

］『
琴
学
大
意
抄
』（
写
一
冊
、
近
衛
家
久
（
一
六
八
七
～
一
七
三
七
）

旧
蔵
）
を
参
照
し
た
。

【
注
釈
に
つ
い
て
】

一
、
注
で
参
照
・
引
用
し
た
文
献
は
、
巻
末
の
参
考
文
献
表
に
一
覧
に
し
て
挙
げ
た
。
引
用
の
際
に
は
、
該
当
頁
を
（

）
内
に
示
す
。
ま
た
、
参
考
文
献
表
の
書
目

下
に
＊
印
を
附
し
た
古
文
献
に
つ
い
て
は
、
引
用
の
際
、
引
用
者
（
注
釈
者
）
が
適
宜
、
句
読
点
と
並
列
点
を
補
い
（
あ
る
い
は
改
め
）、
漢
字
の
異
体
字
等
を
正

字
に
改
め
、
割
注
の
箇
所
は
〔

〕
で
括
っ
た
。
ま
た
、
書
名
・
曲
名
・
引
用
文
と
思
し
き
箇
所
に
は
、
適
宜
『

』・《

》・「

」
を
補
っ
た
も
の
も
あ
る
。

五
九



一
、
注
に
お
け
る
他
文
献
か
ら
の
引
用
部
分
で
は
、
引
用
者
（
注
釈
者
）
に
よ
る
補
足
事
項
は
、
小
字
で
（

）
内
に
示
し
た
。
傍
線
と
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

一
、「
荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
一
）」
は
、「
注
釈
稿
（
一
）」
と
略
記
す
る
。

琴
ヲ
彈
ゼ
シ
人
ノ
事⑴

古
ノ
君
子
ハ
、
琴
・
瑟
身
ヲ
離
サ
ズ⑵
ト
云
ヘ
レ
バ
、
琴
ヲ
彈
ゼ
ザ
ル
君
子
ナ
シ
。
サ
レ
ド
モ
其
(ノ
)中
ニ
モ
、
コ
ト
ニ
傳
記
ニ
シ
ル
シ
テ
名

高
キ
ヲ
イ
ハ
バ
、
舜
ハ
五
絃
ノ
琴
ヲ
彈
ジ
テ
、《
南
風
》
ノ
操サ

ウ
⑶ヲ

作
ル⑷
。
文
王
ハ
《
拘コ

ウ

幽ユ
ウ

操
》
ヲ
作
リ⑸
、
㗷
公
旦
ハ
《
越エ

ツ

裳シ
ヤ
ウ

操
》
ヲ
作
リ⑹
、

孔
子
ハ
《
將シ

ヤ
ウ

歸キ

操サ
ウ

》・《
猗イ

蘭ラ
ン

操サ
ウ

》〔
卽
(チ
)《
幽
蘭
》
ナ
リ⑻
。〕・《
龜キ

山サ
ン

操サ
ウ

》
ヲ
作
リ
タ
マ
ヒ⑺
、
曾
子
ハ
《
殘ザ

ン

形ケ
イ

操
》
ヲ
作
リ⑼
、
尹イ

ン

伯ハ
ク

奇キ

ハ

《
履リ

霜サ
ウ

操サ
ウ

》
ヲ
作
ル⑽
。
瓠コ

巴ハ

ハ
淵
ノ
魚
ヲ
㛯
ラ
シ
メ⑾
、
晉
ノ
師シ

曠ク
ハ
ウ

ハ
玄
鶴
ヲ
舞
(ハ
)シ
ム⑿
。
擊ゲ

キ

磬ケ
イ

襄ジ
ヤ
ウ

ハ
孔
子
ノ
琴
ノ
師
ナ
リ⒀
。
師シ

文ブ
ン

ハ
襄
ガ

弟
子
ナ
リ⒁
。
方ハ

ウ

子シ

春シ
ユ
ン

ハ
㘫セ

イ

連レ
ン

ニ
授
ケ
、
㘫
連
ハ
伯ハ

ク

牙ガ

ニ
傳
フ⒂
。《
大
㛼
》・《
小
㛼
》・《
長
側
》・《
短
側
》
ト
云
(フ
)琴
曲
ハ
、
長
沮ソ

・
桀ケ

ツ

溺デ
キ

ガ
㕊イ

操サ
ウ

ナ
リ⒃
。〔
今
、
樂
ニ
「
㛼
聲
」
ト
云
(フ
)コ
ト
ア
ル
モ
、《
大
㛼
》・《
小
㛼
》
ヨ
リ
出
(デ
)タ
ル
ナ
ル
ベ
シ⒄
。〕
漢
ノ
世
ニ
ハ
、
渤ボ

ツ

海カ
イ

ノ

趙テ
ウ

定テ
イ

、
梁
國
ノ
龍レ

ウ

德ト
ク
⒅、

司シ

馬バ

相シ
ヤ
ウ

如ジ
ヨ

、
卓タ

ク

文ブ
ン

君ク
ン
⒆、

劉リ
ウ
〈
マ
マ
張
〉安ア
ン

世セ
イ
⒇、

趙テ
ウ

飛ヒ

燕エ
ン
⚦、

梁リ
ヤ
ウ

伯ハ
ク

鸞ラ
ン
⚧、

鄭テ
イ

子シ

眞シ
ン
⚨、

揚ヤ
ウ

雄ユ
ウ
⚩、

嚴ゲ
ン

子シ

陵レ
ウ
⚪、

桓ク
ハ
ン

㞍ダ
ン
⚫、

班ハ
ン

固コ

⚬、
仲チ

ウ

長チ
ヤ
ウ

統ト
ウ
⚭、

馬バ

融ユ
ウ
⚮、

蔡サ
イ

邕ヨ
ウ
⚯、

ソ
ノ
女ム

ス
メ

蔡サ
イ

琰エ
ン
⚰、

魏ギ

・
晉シ

ン

・
六
㙫
ニ
降
リ
テ
、
諸
ᷤ
孔
明⚱
、
㖿コ

元ゲ
ン

歎タ
ン
⚲、

曹サ
ウ

子シ

建ケ
ン
⚳、

阮ゲ
ン

瑀ウ
⚴

、
嵆ケ

イ

康カ
ウ
⚵、

阮ゲ
ン

咸カ
ン
⚶、

阮ゲ
ン

瞻セ
ン
⚷、

劉リ
ウ

琨コ
ン
⚸、

戴タ
イ

安ア
ン

㚋ダ
ウ
⚹、

許キ
ヨ

玄ゲ
ン

度ト

⚺、
宗ソ

ウ

少セ
ウ

文ブ
ン
⚻、

蕭セ
ウ

思シ

話ク
ハ
イ
⚼、

柳リ
ウ

世セ
イ

隆リ
ウ
⚽、

王
僧ソ

ウ

虔ケ
ン
⚾、

褚チ
ヨ

淵ヱ
ン
⚿、

柳リ
ウ

惲ウ
ン
⛀、

陳チ
ン

仲チ
ウ

儒ジ
ユ
⛁、

隋ズ
イ

・
㚃
ニ
ハ
、
趙テ

ウ

耶ヤ

利リ

⛂、
王
績セ

キ
⛃、

呂リ
ヨ

才サ
イ
⛄、

王
維イ

⛅、

李リ

白ハ
ク
⛆、

李
龜キ

年
⛇、

白
樂
天
⛈、

宋
ノ
歐ヲ

ウ

陽ヤ
ウ

永エ
イ

叔シ
ユ
ク
⛉、

コ
レ
ラ
皆
イ
チ
ジ
ル
(シ
)キ⛊
モ
ノ
ナ
リ
。

〈
注
〉

⑴

琴
ヲ
彈
ゼ
シ
人
ノ
事

本
章
「
琴
ヲ
彈
ゼ
シ
人
ノ
事
」
の
内
容
に
関
し
て
は
、
す
で
に
吉
川
良
和
氏
が
的
確
な
指
摘
を
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す

る
。
す
な
わ
ち
「〈
琴
ヲ
弾
ゼ
シ
人
ノ
事
〉
は
明
・
張
大
命
「
琴
経
」（
巻
9
）〈
大
雅
嗣
音
〉
を
ほ
ぼ
祖
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
他
の
琴
書
に
罕
見
の
渤
海
の
趙
定
、

梁
国
の
龍
能（

マ
マ
徳
）等

々
を
例
挙
し
て
い
る
か
ら
明
白
だ
。
た
だ
、「
琴
経
」
に
な
い
陳
仲
孺（

マ
マ
儒
）を

入
れ
た
の
は
、
徂
徠
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

六
〇

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻



〝
頗
る
琴
を
愛
し
た
〟（「
魏
書
」
楽
志
）
陳
仲
孺（

マ
マ
儒
）あ

っ
て
こ
そ
既
述
の
五
調
説
が
成
立
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。
琴
家
名
を
欧
陽
修
ま
で
で
止
め
、
蘇
軾
、
朱
熹
と

「
琴
経
」
に
あ
る
の
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
は
、
必
ず
し
も
思
想
的
立
場
だ
け
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
。
今
日
か
ら
み
て
著
名
な
毛
敏
仲
、
郭
楚
望
な
ど
み
な
録
さ
れ
て

い
な
い
。
琴
家
は
古
楽
と
の
関
係
か
ら
隋
以
後
に
つ
い
て
は
、
せ
い
ぜ
い
既
述
の
「
通
典
」
に
あ
る
下
限
の
初
唐
ぐ
ら
い
が
徂
徠
の
興
味
の
範
囲
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
が
宋
ま
で
入
っ
た
の
は
余
録
と
も
思
え
る
。」（「
物
部
茂
卿
琴
学
初
探
」
二
二
～
二
三
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

吉
川
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、『
琴
学
大
意
抄
』
の
記
述
か
ら
は
、
徂
徠
が
本
章
を
著
す
に
あ
た
り
、
明
の
張
大
命
撰
『
琴
経
』（
万
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
自

序
）
を
参
照
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
徂
徠
の
子
孫
が
記
録
し
た
と
み
ら
れ
る
徂
徠
家
塾
の
蔵
書
目
録
『
蘐
園
蔵
書
目
録
』
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
第
三
十
四

号
に
「
琴
經
〔
張
大
命
〕」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
徂
徠
生
前
か
ら
の
蔵
書
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
と
も
か
く
も
蘐
園
塾
で
は
『
琴
経
』
を
蔵
し
て
い
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
附
言
す
る
と
、『
琴
経
』
は
、
江
戸
期
初
期
に
は
す
で
に
日
本
に
伝
入
し
て
お
り
、
琴
を
嗜
む
者
た
ち
に
よ
っ
て
伝
写
さ
れ
広
く
読
ま
れ
て

き
た
こ
と
が
、
日
本
に
現
存
す
る
刊
本
や
江
戸
期
に
筆
写
さ
れ
た
多
く
の
写
本
の
存
在
か
ら
窺
え
る
。
な
お
、
本
書
『
琴
学
大
意
抄
』
及
び
徂
徠
の
他
の
著
述
『
幽

蘭
譜
抄
』
や
『
楽
曲
考
』
等
の
記
述
を
見
る
限
り
、
徂
徠
は
『
琴
経
』
の
ほ
か
、『
初
学
記
』、『
楽
府
原
題
』、『（
古
今
)事
文
類
聚
』、『（
古
)詩
書
』
な
ど
も
、
よ

く
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⑵

古
ノ
君
子
ハ
、
琴
・
瑟
身
ヲ
離
サ
ズ

本
書
『
琴
学
大
意
抄
』
の
前
章
「
琴
ノ
名
義
ノ
事
」
に
引
用
す
る
『
初
学
記
』
巻
一
六
「
楽
部
下
」
に
引
く
『
風
俗
通

(義
)』
に
、「
琴
者
、
樂
之
統
也
、
君
子
㘂
常
御
、
不
離
於
身
」
と
あ
り
（「
注
釈
稿
（
一
）」
三
五
頁
参
照
）、
ま
た
『
礼
記
』「
曲
礼
」
に
は
、「
士
無
故
不
徹
琴

瑟
」（『
礼
記
正
義
』
一
四
〇
頁
）
と
見
え
る
。
瑟
に
つ
い
て
は
、「
注
釈
稿
（
一
）」
三
七
頁
参
照
。

⑶

操サ
ウ

「
操
」
と
は
、
琴
の
楽
曲
を
類
別
す
る
名
称
の
一
つ
で
あ
る
。
楽
曲
の
内
容
に
よ
り
、
琴
曲
名
に
は
「
暢
」「
操
」「
引
」「
弄
」
な
ど
の
語
を
付
す
こ
と
が
多

い
（
王
迪
「
暢
・
操
・
引
・
弄
・
吟
・
調
」
参
照
）。
例
え
ば
、『
風
俗
通
義
』
巻
六
「
声
音
」
に
は
、「
其
㚋
行
和
樂
而
作
者
、
命
其
曲
曰
暢
、…

…

其
㖨
閉
塞
、

憂
愁
而
作
者
、
命
其
曲
曰
操
、
操
者
、
言
㖨
菑
㙈
㕫
、
困
厄
窮
㚚
、
雖
怨
恨
失
意
、
㛹
守
禮
義
、
不
懼
不
懾
、
樂
㚋
而
不
失
其
操
者
也
。」（『
風
俗
通
義
校
注
』
二

九
三
頁
）
と
あ
り
、『
楽
府
詩
集
』
巻
五
七
「
琴
曲
歌
辞
一
」
に
引
く
『
琴
論
』
に
は
、「
和
樂
而
作
、
命
之
曰
暢
、…

…

。
憂
愁
而
作
、
命
之
曰
操
、
言
窮
則
獨
善

其
身
而
不
失
其
操
也
。
引
者
、…

…

。
弄
者
、…

…

。」（
八
二
二
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

⑷

舜
ハ
五
絃
ノ
琴
ヲ
彈
ジ
テ
、《
南
風
》
ノ
操サ

ウ
ヲ
作
ル

中
国
古
代
伝
説
上
の
帝
王
で
、
儒
学
に
お
け
る
聖
人
の
一
人
で
あ
る
舜
が
、
五
絃
の
琴
を
弾
じ
、《
南
風
》

の
曲
を
作
っ
た
と
い
う
の
は
、『
礼
記
』「
楽
記
」
に
、「
昔
者
、
舜
作
五
弦
之
琴
以
歌
南
風
、
夔
始
制
樂
以
賞
諸
侯
。
故
天
子
之
爲
樂
也
、
以
賞
諸
侯
之
有
德
者

六
一

荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
二
）



也
。」（『
礼
記
正
義
』
一
二
八
一
頁
）
と
見
え
、『
史
記
』
巻
二
四
「
楽
書
」
に
も
、
同
様
の
記
述
が
見
え
る
(一
一
九
七
頁
)。
ま
た
、『
孔
子
家
語
』
巻
八
「
弁
楽

解
」
に
は
、「
昔
者
、
舜
彈
五
絃
之
琴
、
㙉
南
風
之
詩
。
其
詩
曰
、「
南
風
之
薫
兮
、
可
以
解
吾
民
之
慍
兮
、
南
風
之
時
兮
、
可
以
阜
吾
民
之
財
兮
。」〔
得
其
時
阜

也
。〕
唯
脩
此
化
。
故
其
興
也
勃
焉
。
德
如
泉
流
至
于
今
。
王
公
大
人
㗾
而
弗
㛑
。」
と
あ
る
。
舜
に
つ
い
て
は
、
本
書
前
章
「
琴
ノ
名
義
ノ
事
」
に
も
言
及
さ
れ
て

い
る
（「
注
釈
稿
（
一
）」
三
三
頁
、
三
四
頁
注
⑶
参
照
）。
な
お
、『
蘐
園
蔵
書
目
録
』
に
は
含
ま
れ
ず
、
徂
徠
が
参
照
し
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
（
お
そ
ら
く
未
見

と
思
わ
れ
る
が
）、
現
在
よ
く
知
ら
れ
る
文
献
に
お
い
て
は
、『
琴
史
』
巻
一
「
帝
舜
」
の
項
や
、『
楽
府
詩
集
』
巻
五
七
「
琴
曲
歌
辞
一
」「
南
風
歌
」
な
ど
に
も
、

舜
と
《
南
風
》
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
。

⑸

文
王
ハ
《
拘コ

ウ
幽ユ

ウ
操
》
ヲ
作
リ

文
王
、
す
な
わ
ち
聖
人
の
一
人
で
あ
る
周
の
文
王
（
名
は
昌
、「
西
伯
」
と
も
称
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
本
書
前
章
「
琴
ノ
名

義
ノ
事
」
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
（「
注
釈
稿
（
一
）」
三
三
頁
、
三
四
頁
注
⑷
参
照
）。
文
王
が
琴
曲
《
拘
幽
操
》
を
作
っ
た
と
い
う
故
事
の
初
出
は
、
漢
の
蔡
邕

撰
『
琴
操
』
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
注
釈
稿
（
一
）」
三
三
頁
注
⑵
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
通
行
し
て
い
る
『
琴
操
』（
漢
魏
遺
書
鈔
本
、
及
び
恵
棟
手
鈔
本

か
ら
平
津
館
叢
書
本
の
系
統
本
）
は
、
徂
徠
よ
り
後
代
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
（
吉
聯
抗
「
琴
操
考
異
」、
王
小
盾
「
従
『
琴
操
』
版
本
論
音
楽
古
籍
輯
佚
学
」

参
照
）、
日
本
江
戸
期
の
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
官
板
『
琴
操
』
も
、
平
津
館
叢
書
本
の
系
統
本
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
徂
徠
は
、
右
に
挙
げ
た
通

行
本
を
見
て
は
い
な
い
は
ず
で
あ
り
、
徂
徠
の
他
の
著
述
や
『
蘐
園
蔵
書
目
録
』
か
ら
推
測
す
る
に
、『
初
学
記
』、『
芸
文
類
聚
』、『
古
今
事
文
類
聚
』
等
の
類
書

に
引
く
『
琴
操
』
を
見
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
琴
に
関
す
る
徂
徠
の
他
の
著
作
『
幽
蘭
譜
抄
』
で
は
、『
琴
操
』
を
引
用
す
る
際
、「『
初
學
記
』
ニ
、『
琴

操
』
ト
云
(フ
)書
ヲ
引
(キ
)テ
」（
拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』
八
八
～
九
〇
、
四
五
六
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、『
初
学
記
』
を
参
照
し
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
初
学
記
』
巻
一
六
「
楽
部
下
」
に
引
く
『
琴
操
』
の
記
事
を
挙
げ
る
と
、「
古
琴
曲…

…

、
又
有
十
二
操
、…

…

五
曰
拘
幽
操

〔
文
王
作
。
文
王
拘
於
羑
里
、
作
此
曲
。〕」（
三
八
六
頁
）
と
見
え
る
。
ま
た
、
徂
徠
が
参
照
し
た
『
琴
経
』
に
お
い
て
は
、
巻
一
「
琴
学
淵
源
下
」
に
、「
古
操
曰
、

拘
幽
操
者
、
文
王
三
分
天
下
有
其
二
。
紂
疑
怒
其
得
民
心
、
召
而
拘
之
羑
里
。
文
王
憂
愁
、
㕗
琴
而
歌
之
。」（
こ
こ
に
見
え
る
「
古
操
」
が
何
を
指
す
の
か
は
未

詳
）
と
あ
る
。

な
お
、
上
述
の
と
お
り
、
徂
徠
が
見
て
い
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
、
こ
こ
に
平
津
館
叢
書
本
『
琴
操
』
の
記
事
を
載
せ
る
と
、「
拘
幽
操
者
、
文

王
拘
於
羑
里
而
作
也
。
文
王
備
脩
㚋
德
、
百
姓
親
附
。
文
王
有
二
子
、
㗷
公
・
武
王
皆
㘭
。
是
時
崇
侯
虎
與
文
王
列
爲
諸
侯
、
德
不
能
㖎
文
王
、
常
嫉
妬
之
、
乃
譖

文
王
於
紂
曰
、「
西
伯
昌
、
㘭
人
也
。
長
子
發
・
中
子
旦
、
皆
㘭
人
也
。
三
㘭
合
謀
、
將
不
利
於
君
、
君
其
慮
之
。」
紂
用
其
言
、
乃
囚
文
王
於
羑
里
、
擇
日
欲
殺

六
二
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十
八
巻



之
。
於
是
文
王
四
臣
太
顚
・
閎
夭
・
散
宜
生
・
南
宮
㙺
之
徒
、
㕝
見
文
王
。
文
王
爲

反
目
者
、
紂
之
好
色
也
、
柎
桴
其
腹
者
、
言
欲
得
奇
寶
也
、
蹀
躞
其
足
者
、

使
疾
㘦
也
。
於
是
乃
㗷
流
海
內
、
經
歷
風
土
、
得
美
女
二
人
、
水
中
大
貝
、
白
馬
朱
鬣
、
以
獻
於
紂
、
陳
於
中
庭
。
紂
見
之
、
仰
天
而
嘆
曰
、「
嘻
哉
、
此
誰
寶
。」

散
宜
生
趨
而
㘟
曰
、「
是
西
伯
之
寶
、
以
贖
刑
罪
。」
紂
曰
、「
於
寡
人
何
其
厚
也
。」
立
出
西
伯
。
紂
謂
宜
生
、
譖
岐
侯
者
、
長
鼻
決
耳
也
。
宜
生
㕼
、
以
狀
告
文

王
、
乃
知
崇
侯
譖
之
。
文
王
在
羑
里
時
、
演
八
卦
爲
六
十
四
卦
、
作
鬱
尼
之
辭
、「
困
於
石
、
據
於
蒺
藜
」、
乃
申
憤
以
作
歌
曰
、「
殷
㚋
溷
溷
、
㘝
濁
煩
兮
、
朱
紫

相
合
、
不
別
分
兮
、
㛦
亂
聲
色
、
信
讒
言
兮
、
炎
炎
之
㖌
、
使
我
愆
兮
、
無
故
桎
梏
、
誰
㘂
宣
兮
、
幽
閉
牢
穽
、
由
其
言
兮
、
遘
我
四
人
、
憂
勤
勤
兮
、
得
此
珍

玩
、
且
解
大
患
兮
、
倉
皇
迄
命
、
㕊
後
昆
兮
、
作
此
象
變
、
兆
在
昌
兮
、
欽
承
祖
命
、
天
下
不
喪
兮
、
㘨
臨
下
土
、
在
㘭
明
兮
、
討
暴
除
亂
、
誅
㖍
王
兮
。」」（
吉

聯
抗
輯
『
琴
操
（
両
種
）』
二
七
～
二
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、
徂
徠
が
見
た
か
否
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
現
在
よ
く
知
ら
れ
る
文
献
に
お
い
て
は
、『
琴
史
』
巻
一

「
文
王
」
の
項
、『
楽
府
詩
集
』
巻
五
七
「
琴
曲
歌
辞
一
」「
拘
幽
操
」
な
ど
に
も
、
文
王
と
《
拘
幽
操
》
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
が
見
え
る
。

⑹

㗷
公
旦
ハ
《
越エ

ツ
裳シ

ヤ
ウ

操
》
ヲ
作
リ

周
公
旦
、
す
な
わ
ち
周
の
文
王
の
子
で
、
武
王
の
弟
で
あ
る
周
公
（
名
は
旦
）
は
、
周
王
朝
の
礼
楽
制
度
を
定
め
た
聖
人
と

し
て
、
儒
家
に
尊
崇
さ
れ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
周
公
が
《
越
裳
操
》
を
作
っ
た
と
い
う
の
は
、『
琴
操
』
が
初
出
と
み
ら
れ
、『
初
学
記
』
巻
一
六
「
楽
部
下
」
に

引
く
『
琴
操
』
に
は
、「
四
曰
越
裳
操
〔
㗷
公
㘂
作
。〕」（
三
八
六
頁
）
と
見
え
る
。
ま
た
、『
琴
経
』
巻
一
「
琴
学
淵
源
下
」
に
は
、「
古
操
曰
、
越
裳
操
者
、
㗷
公

相
㘫
王
、
天
下
太
㚻
、
萬
國
和
會
、
江
黃
㚔
貢
、
越
裳
重
九
譯
而
來
、
獻
白
雉
、
執
贄
、
曰
、「
吾
君
在
外
國
也
、
頃
無
㘦
風
暴
雨
、
海
不
揚
波
、
意
者
中
國
有
㘭

人
乎
。」
㗷
公
於
是
仰
天
而
嘆
、
㕗
琴
歌
之
。『
對
音
』
曰
、
㗷
公
㘂
作
、
又
有
《
關
雎
》・《
騶
㖦
》・《
鵲
巢
》・《
鹿
鳴
》
諸
操
。」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「『
對

音
』」
と
は
、
明
の
楊
表
正
撰
『
新
刊
正
文
対
音
捷
要
琴
譜
真
伝
』
全
六
巻
（
万
暦
元
年
（
一
五
七
三
年
）
自
序
）
あ
る
い
は
そ
の
訂
正
本
で
あ
る
『
重
修
正
文
対

音
捷
要
真
伝
琴
譜
大
全
』
全
十
巻
（
万
暦
十
三
年
（
一
五
八
五
年
）
刊
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
『
重
修
正
文
対
音
捷
要
真
伝
琴
譜
大
全
』
に
拠
る
と
、
本

書
巻
一
「
聖
賢
名
録
」
に
は
、「
㗷
公
〔
作
《
越
裳
》・《
岐
山
》・《
大
㕧
》・《
關
雎
》・《
伐
壇
》・《
騶
㖦
》・《
鹿
鳴
》・《
鵲
巢
》・《
白
駒
》。〕」（
二
五
九
頁
）
と
見

え
る
。
ち
な
み
に
、
蘐
園
塾
で
は
、
同
書
を
蔵
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
蘐
園
蔵
書
目
録
』
の
第
二
十
一
号
に
は
「
琴
譜
〔
表
正
〕
一
帙
〔
十
本
十
卷
〕」
と
見

え
、
こ
れ
は
楊
表
正
撰
『
重
修
正
文
対
音
捷
要
真
伝
琴
譜
大
全
』
全
十
巻
を
指
す
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
徂
徠
が
見
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
文
献
、
あ
る
い
は
徂
徠
が
目
に
し
た
か
否
か
不
明
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
次
の
【
参
考
】
と
記
し
た
箇
所
以
下
に

は
、
現
在
よ
く
使
用
・
参
照
さ
れ
る
文
献
か
ら
、
関
連
す
る
記
事
を
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
（
次
注
以
下
も
同
様
）。

【
参
考
】
平
津
館
叢
書
本
『
琴
操
』
に
は
、「
越
裳
操
者
、
㗷
公
之
㘂
作
也
。
㗷
公
輔
㘫
王
、
㘫
文
王
之
王
㚋
、
天
下
太
㚻
、
萬
國
和
會
、
江
黃
㚔
貢
、
越
裳
重
九

六
三

荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
二
）



譯
而
來
、
獻
白
雉
、
執
贄
、
曰
、「
吾
君
在
外
國
也
、
頃
無
㘦
風
暴
雨
、
意
者
中
國
有
㘭
人
乎
。
故
㖺
臣
來
。」
㗷
公
於
是
仰
天
而
嘆
之
、
乃
㕗
琴
而
鼓
之
。
其
章

曰
、「
於
戲
嗟
嗟
、
非
旦
之
力
、
乃
文
王
之
德
。」
㘨
受
之
、
獻
於
文
王
之
廟
。」（『
琴
操
（
両
種
）』
二
六
～
二
七
頁
）
と
見
え
る
。『
琴
史
』
巻
一
「
周
公
」
の
項
、

『
楽
府
詩
集
』
巻
五
七
「
琴
曲
歌
辞
一
」「
越
裳
操
」
な
ど
に
も
、
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。

⑺

孔
子
ハ
《
將シ

ヤ
ウ

歸キ

操サ
ウ
》・《
猗イ

蘭ラ
ン

操サ
ウ
》〔
卽
(チ
)《
幽
蘭
》
ナ
リ
。〕・《
龜キ

山サ
ン

操サ
ウ
》
ヲ
作
リ
タ
マ
ヒ

儒
学
の
祖
と
さ
れ
る
孔
子
（
前
五
五
二
～
前
四
七
九
）
が
、
琴

を
嗜
み
愛
好
し
た
と
い
う
故
事
は
、『
史
記
』
巻
四
七
「
孔
子
世
家
」、『
孔
子
家
語
』
な
ど
に
見
え
、
広
く
知
ら
れ
る
（
後
の
注
⒀
参
照
）。『
琴
経
』
巻
九
「
大
雅

嗣
音
」
に
は
、『
高
士
伝
』、『
孔
子
家
語
』、『
孔
叢
子
』
等
か
ら
引
い
た
、
孔
子
と
弟
子
た
ち
の
琴
を
巡
る
故
事
を
記
載
し
て
い
る
。

孔
子
が
《
将
帰
操
》・《
猗
蘭
操
》・《
亀
山
操
》
を
作
っ
た
と
い
う
故
事
は
、『
琴
操
』
に
見
え
る
（《
幽
蘭
》
に
つ
い
て
は
、
後
の
注
⑻
参
照
）。『
初
学
記
』
巻
一

六
「
楽
部
下
」
に
引
く
『
琴
操
』
に
は
、「
古
琴
曲…

…

、
又
有
十
二
操
、
一
曰
將
歸
操
〔
孔
子
㘂
作
。
孔
子
之
趙
、
聞
殺
竇
鳴
犢
而
作
此
曲
。〕、
二
曰
猗
蘭
操

〔
孔
子
㘂
作
。
傷
不
逢
時
。〕、
三
曰
龜
山
操
〔
孔
子
作
。
季
桓
子
受
齊
女
樂
、
孔
子
欲
諫
不
得
、
㙑
而
㛕
魯
龜
山
、
作
此
曲
、
ἰ
季
氏
若
龜
山
之
ṭ
魯
。〕」（
三
八
六

頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、《
猗
蘭
操
》
に
つ
い
て
は
、『
芸
文
類
聚
』
巻
八
一
「
薬
香
草
部
上
」
に
引
く
『
琴
操
』
に
、「
猗
蘭
操
者
、
孔
子
㘂
作
也
。
孔
子
聘
諸
侯
、

莫
能
任
。
自
㑦
反
魯
、
隱
谷
之
中
、
見
香
蘭
獨
茂
、
喟
然
歎
曰
、「
夫
蘭
當
爲
王
者
香
、
今
乃
獨
茂
、
與
衆
草
爲
伍
。」
乃
止
車
、
㕗
琴
鼓
之
、
自
傷
不
逢
時
、
托
辭

於
香
蘭
云
。」（
一
三
九
〇
頁
）
と
見
え
る
。
更
に
、『
琴
経
』
巻
一
「
琴
学
淵
源
下
」
に
は
、「
古
操
曰
、
將
歸
操
者
、
趙
簡
子
執
玉
帛
以
聘
孔
子
、
孔
子
將
㕝
、
未

至
、
渡
秋
水
、
聞
趙
殺
其
賢
大
夫
竇
鳴
犢
、
喟
然
而
嘆
曰
、「
夫
燔
林
而
田
、
則
麒
麟
不
至
、
㚸
巢
破
卯（

マ
マ
卵
）、

則
鳳
凰
不
Ắ
、
鳥
獸
尙
惡
傷
類
、
而
況
君
子
哉
。」
於

是
㕗
琴
鼓
此
曲
、
而
反
於
魯
也
。」「
古
操
曰
、
猗
蘭
操
者
、
孔
子
轍
環
不
㖨
、
自
㑦
反
魯
、
㕥
幽
谷
之
中
、
見
薌
蘭
之
獨
茂
、
喟
然
而
嘆
曰
、「
夫
蘭
當
爲
王
者
香
、

今
乃
零
落
、
與
衆
草
伍
、
譬
㛹
賢
者
不
逢
時
、
與
鄙
夫
爲
倫
也
。」
凭
車
撫
軾
、
㕗
琴
而
歌
此
曲
。
傷
不
逢
時
也
。」「
古
操
曰
、
龜
山
操
者
、
齊
人
饋
女
樂
、
季
桓

子
受
之
、
孔
子
欲
諫
而
不
聽
、
㙑
而
㛕
魯
、
魯
有
龜
山
ṭ
之
。
夫
季
氏
顓
政
、
㛹
龜
山
ṭ
魯
也
。
傷
公
室
之
不
振
、
憫
百
姓
不
得
其
㘂
、
於
是
㕗
琴
而
鼓
龜
山
操
。」

と
あ
る
。

【
参
考
】
平
津
館
叢
書
本
『
琴
操
』
に
は
、《
将
帰
操
》
に
つ
い
て
、「
將
歸
操
者
、
孔
子
之
㘂
作
也
。
趙
簡
子
循
執
玉
帛
以
聘
孔
子
、
孔
子
將
㕝
、
未
至
、
渡
狄

水
、
聞
趙
殺
其
賢
大
夫
竇
鳴
犢
、
喟
然
而
嘆
之
曰
、「
夫
趙
之
㘂
以
治
者
、
鳴
犢
之
力
也
。
殺
鳴
犢
而
聘
余
、
何
丘
之
㕝
也
。
夫
燔
林
而
田
、
則
麒
麟
不
至
、
㚸
巢

破
卵
、
則
鳳
皇
不
Ắ
、
鳥
獸
尙
惡
傷
類
、
而
況
君
子
哉
。」
於
是
㕗
琴
而
鼓
之
云
、「
翺
Ắ
於
㑦
、
復
我
舊
居
、
從
吾
㘂
好
、
其
樂
只
且
。」」
と
あ
り
、《
猗
蘭
操
》

に
つ
い
て
は
、「
猗
蘭
操
者
、
孔
子
㘂
作
也
。
孔
子
歷
聘
諸
侯
、
諸
侯
莫
能
任
。
自
㑦
㛀
魯
、
㕥
隱
谷
之
中
、
見
薌
蘭
獨
茂
、
喟
然
嘆
曰
、「
夫
蘭
當
爲
王
者
香
、
今

六
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乃
獨
茂
、
與
衆
草
爲
伍
、
譬
㛹
賢
者
不
逢
時
、
與
鄙
夫
爲
倫
也
。」
乃
止
車
、
㕗
琴
鼓
之
云
、「
㗹
㗹
谷
風
、
以
陰
以
雨
、
之
子
于
歸
、
㕚
㙇
於
野
、
何
彼
蒼
天
、
不

得
其
㘂
、
逍
遙
九
州
、
無
㘂
定
處
、
世
人
闇
ṭ
、
不
知
賢
者
、
年
紀
Ḣ
邁
、
一
身
將
老
。」
自
傷
不
逢
時
、
托
辭
於
薌
蘭
云
。」
と
あ
り
、《
亀
山
操
》
に
つ
い
て
は
、

「
龜
山
操
者
、
孔
子
㘂
作
也
。
齊
人
饋
女
樂
、
季
桓
子
受
之
、
魯
君
閉
門
不
聽
㙫
。
當
此
之
時
、
季
氏
專
政
、
上
僭
天
子
、
下
㚤
大
夫
、
賢
㘭
斥
㙤
、
讒
㗮
滿
㙫
。

孔
子
欲
諫
不
得
、
㙑
而
㛕
魯
、
魯
有
龜
山
ṭ
之
。
辟
季
氏
於
龜
山
、
託
勢
位
於
斧
柯
、
季
氏
專
政
、
㛹
龜
山
ṭ
魯
也
、
傷
政
㚋
之
陵
遲
、
閔
百
姓
不
得
其
㘂
、
欲
誅

季
氏
、
而
力
不
能
、
於
是
㕗
琴
而
歌
云
、「
予
欲
㛕
魯
兮
、
龜
山
ṭ
之
。
手
無
斧
柯
、
奈
龜
山
何
。」」（『
琴
操
（
両
種
）』
二
五
～
二
六
頁
）
と
あ
る
。『
琴
史
』
巻

一
「
孔
子
」
の
項
、『
楽
府
詩
集
』
巻
五
八
「
琴
曲
歌
辞
二
」「
将
帰
操
」「
猗
蘭
操
」「
亀
山
操
」
な
ど
に
も
、
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。

⑻
《
猗イ

蘭ラ
ン

操サ
ウ
》〔
卽
(チ
)《
幽
蘭
》
ナ
リ
。〕
《
猗
蘭
操
》
に
つ
い
て
は
前
注
⑺
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
《
幽
蘭
》
と
い
う
の
は
、
徂
徠
が
享
保
元
年
（
一
七
一

六
）
頃
に
、
楽
家
の
辻
（
本
姓
狛
）
近
寛
（
近
家
と
改
名
、
一
六
六
八
～
一
七
二
〇
）
か
ら
借
覧
し
た
琴
の
古
楽
譜
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』（
現
在
は
国
宝
と
し
て

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
［
T
B1393］。
巻
子
本
一
軸
。
以
下
『
幽
蘭
』
と
略
記
）
の
琴
曲
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。『
幽
蘭
』
は
、
唐
代
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
前
半
の

写
本
と
さ
れ
る
が
、
日
本
に
伝
存
す
る
も
の
で
あ
る
。『
幽
蘭
』
の
内
容
の
概
略
を
述
べ
る
と
、
巻
頭
に
「
碣
石
㙭
幽
蘭
序
一
名
倚
蘭
」
と
あ
り
、
初
め
に
、
こ
の

琴
曲
《
幽
蘭
》
の
由
来
に
関
す
る
序
文
を
記
載
し
た
後
、
そ
の
琴
曲
を
、
す
で
に
失
伝
し
た
記
譜
法

─
楽
曲
の
弾
き
方
を
全
て
文
字
（
漢
字
）
で
文
章
の
よ
う
に

記
し
た
も
の
で
、
現
在
は
「
文
字
譜
」
ま
た
は
「
文
章
譜
」
と
呼
ば
れ
る

─
に
よ
っ
て
二
百
行
以
上
に
わ
た
り
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
詞
は
な
い
。
な

お
、
冒
頭
の
序
文
に
よ
る
と
、
本
譜
に
記
さ
れ
た
《
幽
蘭
》
は
、
中
国
六
朝
末
期
の
、
南
朝
梁
・
陳
で
演
奏
伝
承
さ
れ
て
い
た
琴
曲
を
記
録
し
た
も
の
と
知
ら
れ

る
。徂

徠
は
、
当
時
『
幽
蘭
』
の
価
値
を
見
出
し
、
そ
の
解
読
と
復
元
研
究
を
行
い
、『
幽
蘭
譜
抄
』
を
著
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
徂
徠
の
『
幽
蘭
』
研
究
に
関
連
す
る

著
作
と
し
て
は
、
同
じ
く
辻
近
寛
か
ら
借
覧
し
た
琴
の
古
指
法
書
『
琴
用
指
法
』
と
『
幽
蘭
』
の
内
容
を
合
わ
せ
て
一
冊
に
編
集
・
著
述
し
た
も
の
（
徂
徠
編
著

『
幽
蘭
譜

附
琴
左
右
手
法
・
琴
手
法
図
・
調
琴
法
』）、
及
び
巻
頭
に
「
物
觀
校
正
」（
物
観
と
は
徂
徠
弟
の
荻
生
北
渓
）
と
記
さ
れ
た
『
幽
蘭
譜
』
が
、
写
本
で
伝

わ
る
。
な
お
、『
幽
蘭
譜
抄
』
は
徂
徠
の
自
筆
稿
本
が
、
同
じ
く
自
筆
稿
本
の
『
琴
学
大
意
抄
』
と
共
に
、
荻
生
家
に
現
存
す
る
。

さ
て
、
徂
徠
が
「《
猗イ

蘭ラ
ン

操サ
ウ

》〔
卽
(チ
)《
幽
蘭
》
ナ
リ
〕」
と
述
べ
、《
猗
蘭
操
》
が
、
す
な
わ
ち
古
楽
譜
『
幽
蘭
』
に
記
譜
さ
れ
た
《
幽
蘭
》
の
曲
で
あ
る
と
み

な
し
た
の
は
、
前
掲
の
と
お
り
『
幽
蘭
』
巻
頭
に
「
一
名
倚
蘭
」
と
見
え
、
こ
の
曲
の
別
名
が
「
倚（

マ
マ
）蘭

」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。

徂
徠
は
『
幽
蘭
譜
抄
』
に
お
い
て
、「
イ
マ
此
ノ
書
ニ
、「
猗
蘭
」
ヲ
「
倚
蘭
」
ト
カ
キ
タ
ル
ハ
、
傳
寫
ノ
誤
(リ
)ナ
リ
。」
と
述
べ
、『
幽
蘭
』
巻
頭
の
「
一
名
倚ㅟ

六
五

荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
二
）



蘭
」
は
「
猗ㅟ

蘭
」
の
誤
記
で
あ
る
と
明
言
す
る
。
ま
た
同
書
で
は
、「《
幽
蘭
》
ノ
コ
ト
ハ
、
琴
ノ
名
曲
十
二
ノ
一
ツ
ナ
リ
。『
初
學
記
』
ニ
、『
琴
操
』
ト
云
(フ
)書

ヲ
引
(キ
)テ
、
曰
(ク
)、「
有
二

十
二
操
一

。
一

ニ

曰
將
歸
操
、
二

ニ

曰
猗
蘭
操
。（
十
二
操
有
リ
。
一
ニ
曰
ク
《
將
歸
操
》、
二
ニ
曰
ク
《
猗
蘭
操
》。）」
ト
云
ヘ
リ
。」

（
漢
文
体
の
引
用
文
は
、
底
本
の
訓
点
に
基
づ
い
て
書
き
下
し
、
そ
れ
を
引
用
文
の
後
の
（

）
内
に
添
え
た
。
以
下
同
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
徂
徠
が
《
幽
蘭
》

を
、
そ
の
別
名
か
ら
、『
琴
操
』
に
見
え
る
《
猗
蘭
操
》
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
が
、
理
解
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
附
言
す
る
と
、『
幽
蘭
』
に
記
譜
さ
れ
た
琴
曲
《
幽
蘭
》
に
は
、
前
述
の
と
お
り
歌
詞
は
見
え
な
い
が
、
徂
徠
は
《
幽
蘭
》
す

な
わ
ち
《
猗
蘭
操
》
と
み
な
し
た
こ
と
か
ら
、《
幽
蘭
》
の
曲
に
、《
猗
蘭
操
》
の
歌
辞
を
付
け
て
復
元
演
奏
す
る
こ
と
を
試
み
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書
『
琴
学
大
意

抄
』
の
最
終
章
「
琴
ノ
廢
レ
タ
ル
故
ノ
事
」
に
は
、「
今
、
琴
ヲ
再
興
セ
ン
ト
思
ヒ
タ
マ
へ
ラ
ン
人
ハ
、
幸
(ヒ
)ニ
殘
レ
ル
『
幽
蘭
』
ノ
譜
ニ
、
イ
カ
ヤ
ウ
ト
モ
ウ

タ
ヒ
モ
ノ
ヲ
付
ケ
テ
」
と
見
え
る
。
そ
し
て
、『
幽
蘭
譜
抄
』
で
は
、「《
幽
蘭
》
ノ
詞
、
幷
(ビ
)ニ
來
由
ハ
、『
古
詩
㘂
』
卷
ノ
九
ニ
出
ヅ
。
曰
(ク
)、「
猗
蘭
操
、

一ニ

曰
フ

二

幽
蘭
操

ト
一

。
孔
子
歷
二─

聘
セ
ラ
ル
レ
ド
モ

諸
侯

ニ
一

、
諸
侯
莫

シ
二

能
任

ル
コ
ト

一

。
自
レ

衛
反

リ
レ

魯
ニ

、
隱
谷

ノ

之
中

ニ

、
見

テ
二

カ
ウ
ハ
シ
キ

薌キ
ヤ
ウ

蘭
ノ

獨
茂モ

ス
ル
ヲ

一

、
喟
然

ト
シ
テ

歎
ジ
テ

曰
、

蘭
ハ

當
ニシ

爲タ
ル

二

王
者

ノ

香
一

。
今
乃
與
二

衆
草
一

爲ナ
ス
ト
云
テ

レ

伍
ヲ

、
止

メ
レ

車ヲ

援ト
リ
テ

レ

琴ヲ

鼓ナ
ラ
シ

レ

之
ヲ

、
自ミ

傷
テ

レ

不
ル
コ
ト
ヲ

レ

逢
レ

時
ニ

、
託ツ

ク
ト

二

辭
ヲ

於
蘭

ニ
一

云イ
フ

。（《
猗
蘭
操
》、
一
ニ
《
幽

蘭
操
》
ト
曰
フ
。
孔
子
諸
侯
ニ
歷
聘
セ
ラ
ル
レ
ド
モ
、
諸
侯
能
ク
任
ズ
ル
コ
ト
莫
シ
。
衛
ヨ
リ
魯
ニ
反
リ
、
隱
谷
ノ
中
ニ
、

カ
ウ
ハ
シ
キ

薌キ
ヤ
ウ

蘭
ノ
獨
茂
ス
ル
ヲ
見
テ
、
喟
然

ト
シ
テ
歎
ジ
テ
曰
ク
、
蘭
ハ
當
ニ
王
者
ノ
香
爲タ

ル
ベ
シ
。
今
乃
チ
衆
草
ト
伍
ヲ
爲ナ

ス
ト
云
ヒ
テ
、
車
ヲ
止
メ
琴
ヲ
援ト

リ
テ
之
ヲ
鼓ナ

ラ
シ
、
自ミ

ズ
カ

ラ
時
ニ
逢
ハ
ザ
ル
コ

ト
ヲ
傷
ミ
テ
、
辭
ヲ
蘭
ニ
託ツ

ク
ト
云
フ
。）」
ト
云
ヘ
リ
。
其
ノ
詞
ニ
曰
ク
、「
㗹
々

タ
ル

谷
風
、
以
陰

リ

以
雨

フ
ル

。
之

ノ

子
于コ

コ
ニ

歸
ル

、
㕚

ク

㙇
ル

二

于
野

ニ
一

。
何

ソ

彼
ノ

蒼
天
、

不
ル

レ

得
二

其
ノ

㘂
ヲ

一

。
逍
二─

遙
シ
テ

九
州

ニ
一

、
無

シ
レ

㘂
二

定
處

ス
ル

一

。
時

ノ

人
闇
ṭ

ニ
シ
テ

、
不
レ

知
二

賢
者

ヲ
一

。
年
紀
Ḣキ

邁ユ
イ
テ

、
一
身
將スト

ニ
レ

老
ト

。（
㗹
々
タ
ル
谷
風
、
以
テ
陰
リ

以
テ
雨
フ
ル
。
之
ノ
子
于コ

コ

ニ
歸
ル
、
㕚
ク
野
ニ
㙇
ル
。
何
ゾ
彼
ノ
蒼
天
、
其
ノ
㘂
ヲ
得
ザ
ル
。
九
州
ニ
逍
遙
シ
テ
、
定
處
ス
ル
㘂
無
シ
。
時
ノ
人
闇
ṭ
ニ
シ
テ
、
賢

者
ヲ
知
ラ
ズ
。
年
紀
Ḣ
キ
邁ユ

イ
テ
、
一
身
將
ニ
老
イ
ン
ト
ス
）。」
ト
。」
と
あ
り
、『
古
詩
所
』
す
な
わ
ち
明
の
臧
懋
循
編
『
詩
所
』
か
ら
、
巻
九
「
琴
曲
歌
辞
」
収

載
の
「
猗
蘭
操
」
の
歌
辞
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
先
述
の
物
観
校
正
『
幽
蘭
譜
』
は
、『
幽
蘭
譜
抄
』
に
見
え
る
徂
徠
の
『
幽
蘭
』
解
読
研
究
の
成
果
を
反
映
さ

せ
て
、
実
際
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
『
幽
蘭
』
の
譜
を
再
編
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
前
掲
『
詩
所
』
収
載
「
猗
蘭
操
」
の
歌
辞
が
繰
り
返
し
配

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歌
辞
を
歌
い
な
が
ら
奏
で
ら
れ
る
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
以
上
、
詳
し
く
は
拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』
一

一
～
二
〇
頁
「『
幽
蘭
』
の
内
容
に
つ
い
て
」、
三
三
～
三
九
頁
「
荻
生
徂
徠
と
『
幽
蘭
』」、
六
九
～
一
三
八
頁
「
荻
生
徂
徠
に
よ
る
『
幽
蘭
』
研
究
の
実
態
」、
四

五
六
～
四
五
八
頁
「
翻
刻
荻
生
徂
徠
著
『
幽
蘭
譜
抄
』」
参
照
）。
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⑼

曾
子
ハ
《
殘ザ

ン
形ケ

イ
操
》
ヲ
作
リ

孔
子
の
弟
子
で
あ
る
曽
子
（
名
は
参
、
字
は
子
輿
、
前
五
〇
五
～
前
四
三
六
）
が
《
残
形
操
》
を
作
っ
た
と
い
う
故
事
は
、『
琴

操
』
に
見
え
、『
初
学
記
』
巻
一
六
「
楽
部
下
」
に
引
く
『
琴
操
』
に
は
、「
十
曰
殘
形
操
〔
曾
子
㘂
作
。
曾
子
夢
一
狸
不
見
其
首
而
作
此
曲
。〕」（
三
八
六
頁
）
と

あ
る
。『
琴
経
』
巻
九
「
大
雅
嗣
音
」
に
は
、「
曾
子
事
孔
子
、
十
年
不
歸
、
有
懷
二
人
㕗
琴
而
作
歸
畊
操
。
又
因
夢
狸
、
作
殘
形
操
、
以
著
臨
深
履
㚙
之
思
云
。」

と
見
え
る
。

【
参
考
】
平
津
館
叢
書
本
『
琴
操
』
に
は
、「
殘
形
操
者
、
曾
子
㘂
作
也
。
曾
子
鼓
琴
、
墨
子
立
外
而
聽
之
、
曲
㗸
入
曰
、「
善
哉
鼓
琴
。
身
已
㘫
矣
、
而
曾
未
得

其
首
也
。」
曾
子
曰
、「
吾
晝
卧
見
一
狸
、
見
其
身
而
不
見
其
頭
、
㖈
而
爲
之
弦
、
因
而
殘
形
。」（
三
一
頁
）
と
あ
る
。『
琴
史
』
巻
一
「
曽
子
」
の
項
、『
楽
府
詩

集
』
巻
五
八
「
琴
曲
歌
辞
二
」「
残
形
操
」
な
ど
に
も
、
関
連
す
る
記
事
が
見
え
る
。

⑽

尹イ
ン

伯ハ
ク

奇キ

ハ
《
履リ

霜サ
ウ

操サ
ウ
》
ヲ
作
ル

尹
伯
奇
は
、
周
の
宣
王
（
前
八
二
八
～
前
七
八
二
在
位
）
の
重
臣
で
あ
っ
た
尹
吉
甫
の
子
と
伝
え
ら
れ
る
。
尹
伯
奇
が
《
履
霜

操
》
を
作
っ
た
と
い
う
故
事
は
、『
琴
操
』
に
見
え
、『
初
学
記
』
巻
一
六
「
楽
部
下
」
に
引
く
『
琴
操
』
に
は
、「
七
曰
履
霜
操
〔
尹
吉
甫
子
伯
奇
、
無
罪
見
㙤
、

自
傷
作
此
曲
。〕」（
三
八
六
頁
）
と
あ
る
。

【
参
考
】
平
津
館
叢
書
本
『
琴
操
』
に
は
、「
履
霜
操
者
、
尹
吉
甫
之
子
伯
奇
㘂
作
也
。
吉
甫
、
㗷
上
卿
也
。
有
子
伯
奇
。
伯
奇
母
死
、
吉
甫
更
娶
後
妻
、
生
子
曰

伯
邦
。
乃
譖
伯
奇
於
吉
甫
曰
、「
伯
奇
見
妾
有
美
色
、
然
有
欲
心
。」
吉
甫
曰
、「
伯
奇
爲
人
慈
仁
、
豈
有
此
也
。」
妻
曰
、「
試
置
妾
空
㛓
中
、
君
登
樓
而
察
之
。」
後

妻
知
伯
奇
仁
孝
、
乃
取
毒
蜂
綴
衣
領
。
伯
奇
㙁
持
之
。
於
是
吉
甫
大
怒
、
放
伯
奇
於
野
。
伯
奇
㚿
水
荷
而
衣
之
、
ḅ
楟
花
而
⻝
之
、
淸
㙫
履
霜
、
自
傷
無
罪
見
㙤
、

乃
㕗
琴
而
鼓
之
曰
、「
履
㙫
霜
兮
㗘
晨
㕸
、
考
不
明
其
心
兮
聽
讒
言
、
孤
恩
別
離
兮
摧
肺
肝
、
何
辜
皇
天
兮
㙈
斯
愆
。
痛
歿
不
同
兮
恩
有
㚾
、
誰
說
㖿
兮
知
我
冤
。」

宣
王
出
㛼
、
吉
甫
從
之
、
伯
奇
乃
作
歌
、
以
言
感
之
於
宣
王
。
宣
王
聞
之
曰
、「
此
孝
子
之
辭
也
。」
吉
甫
乃
求
伯
奇
於
野
而
感
悟
、
㘨
射
殺
後
妻
。」（
二
九
～
三
〇

頁
）
と
あ
る
。『
琴
史
』
巻
一
「
伯
奇
」
の
項
、『
楽
府
詩
集
』
巻
五
七
「
琴
曲
歌
辞
一
」「
履
霜
操
」
な
ど
に
も
、
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。

⑾

瓠コ

巴ハ

ハ
淵
ノ
魚
ヲ
㛯
ラ
シ
メ

瓠
巴
は
楚
の
人
で
、
彼
が
琴
（
一
説
に
は
瑟
）
を
弾
ず
る
と
、
鳥
が
舞
い
、
魚
が
躍
り
だ
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。『
列
子
』
巻
五

「
湯
問
篇
」
に
、「
瓠
巴
鼓
琴
而
鳥
舞
魚
㛯
」（『
列
子
集
釈
』
一
七
五
頁
）
と
見
え
る
が
、『
荀
子
』
巻
一
「
勧
学
篇
」
に
は
、「
昔
者
瓠
巴
鼓
瑟
而
流
魚
出
聽
」（『
荀

子
集
解
』
一
〇
頁
）
と
あ
り
、
琴
で
は
な
く
瑟
を
鼓
し
た
（
両
書
に
見
え
る
こ
の
「
鼓
」
は
「
弾
」
と
同
義
）
と
記
す
。
な
お
、『
初
学
記
』
巻
一
六
「
楽
部
下
」

に
は
、「
古
之
善
鼓
琴
者
有
瓠
巴
」（
三
八
五
頁
）
と
あ
り
、『
琴
経
』
巻
一
「
琴
学
淵
源
上
」
に
は
、
右
の
『
列
子
』
の
記
述
を
載
せ
て
い
る
。

【
参
考
】『
琴
史
』
巻
二
「
瓠
巴
」
の
項
（
三
頁
）
に
、
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。

六
七

荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
二
）



⑿

晉
ノ
師シ

曠ク
ハ
ウ

ハ
玄
鶴
ヲ
舞
(ハ
)シ
ム

師
曠
（
字
は
子
野
）
は
、
春
秋
時
代
に
お
け
る
晋
国
の
楽
師
で
あ
る
。
晋
の
平
公
（
前
五
五
七
～
前
五
三
二
在
位
）
の
頃

の
人
で
、
音
律
に
詳
し
く
、
聴
力
に
優
れ
、
琴
な
ど
の
楽
器
の
演
奏
に
卓
越
し
、
賢
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
盧
文
暉
輯
注
『
師
曠

─
古
小
説
輯
佚
』
参

照
）。
師
曠
が
琴
を
奏
で
た
と
こ
ろ
、
玄
鶴
（
黒
い
鶴
）
が
飛
ん
で
来
て
舞
っ
た
と
い
う
故
事
は
、『
韓
非
子
』「
十
過
篇
」
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
奚
謂
好
音
。

昔
者
㑦
靈
公
將
之
晉
、
至
濮
水
之
上
、
稅
車
而
放
馬
、
設
舍
以
宿
。
夜
分
、
而
聞
鼓
新
聲
者
而
說
之
、
使
人
問
左
右
、
盡
報
弗
聞
。
乃
召
師
涓
而
吿
之
曰
、「
有
鼓

新
聲
者
、
使
人
問
左
右
、
盡
報
弗
聞
、
其
狀
似
鬼
神
、
子
爲
我
聽
而
寫
之
。」
師
涓
曰
、「
諾
。」
因
靜
坐
撫
琴
而
寫
之
。
師
涓
明
日
報
曰
。「
臣
得
之
矣
、
而
未
㗹

也
、
㘰
復
一
宿
㗹
之
。」
靈
公
曰
、「
諾
。」
因
復
留
宿
、
明
日
而
㗹
之
、
㘨
去
之
晉
。
晉
㚻
公
觴
之
於
施
夷
之
臺
、
酒
酣
、
靈
公
㖈
曰
、「
有
新
聲
、
願
㘰
以
示
。」

㚻
公
曰
、「
善
。」
乃
召
師
涓
、
令
坐
師
曠
之
旁
、
㕗
琴
鼓
之
。
未
㗸
、
師
曠
撫
止
之
、
曰
、「
此
㛏
國
之
聲
、
不
可
㘨
也
。」
㚻
公
曰
、「
此
㚋
奚
出
。」
師
曠
曰
、

「
此
師
延
之
㘂
作
、
與
紂
爲
靡
靡
之
樂
也
。
㖎
武
王
伐
紂
、
師
延
東
走
、
至
於
濮
水
而
自
投
、
故
聞
此
聲
者
必
於
濮
水
之
上
。
先
聞
此
聲
者
其
國
必
㗝
、
不
可
㘨
。」

㚻
公
曰
、「
寡
人
㘂
好
者
音
也
、
子
其
使
㘨
之
。」
師
涓
鼓
究
之
。
㚻
公
問
師
曠
曰
、「
此
㘂
謂
何
聲
也
。」
師
曠
曰
、「
此
㘂
謂
淸
商
也
。」
公
曰
、「
淸
商
固
最
悲

乎
。」
師
曠
曰
、「
不
如
淸
徵
。」
公
曰
、「
淸
徵
可
得
而
聞
乎
。」
師
曠
曰
、「
不
可
。
古
之
聽
淸
徵
者
、
皆
有
德
義
之
君
也
。
今
吾
君
德
薄
、
不
足
以
聽
。」
㚻
公
曰
、

「
寡
人
之
㘂
好
者
音
也
、
願
試
聽
之
。」
師
曠
不
得
已
、
㕗
琴
而
鼓
。
一
奏
之
、
有
玄
鶴
二
八
㚋
南
方
來
、
集
於
郞
門
之
垝
、
再
奏
之
、
而
列
、
三
奏
之
、
延
頸
而

鳴
、
舒
㜂
而
舞
、
音
中
宮
商
之
聲
、
聲
聞
于
天
。
㚻
公
大
說
、
坐
者
皆
喜
。
㚻
公
提
觴
而
㖈
、
爲
師
曠
壽
。
反
坐
而
問
曰
、「
音
莫
悲
於
淸
徵
乎
。」
師
曠
曰
、「
不

如
淸
角
。」
㚻
公
曰
、「
淸
角
可
得
而
聞
乎
。」
師
曠
曰
、「
不
可
。
昔
者
黃
帝
合
鬼
神
於
西
泰
山
之
上
、
駕
象
車
而
六
蛟
龍
、
畢
方
竝
鎋
、
蚩
尤
居
㙁
、
風
伯
㘟
掃
、

雨
師
灑
㚋
、
虎
狼
在
㙁
、
鬼
神
在
後
、
㚉
蛇
伏
地
、
鳳
皇
㚸
上
、
大
合
鬼
神
、
作
爲
淸
角
。
今
㗴
君
德
薄
、
不
足
聽
之
、
聽
之
、
將
㖙
有
敗
。」
㚻
公
曰
、「
寡
人
老

矣
、
㘂
好
者
音
也
、
願
㘨
聽
之
。」
師
曠
不
得
已
而
鼓
之
。
一
奏
、
而
有
玄
雲
從
西
北
方
㖈
、
再
奏
之
、
大
風
至
、
大
雨
隨
之
、
裂
帷
幕
、
破
俎
豆
、
隳
廊
瓦
、
坐

者
散
走
。
㚻
公
㖙
懼
、
伏
于
廊
室
之
㕽
。
晉
國
大
旱
、
赤
地
三
年
。
㚻
公
之
身
㘨
癃
病
。
故
曰
、「
不
務
聽
治
而
好
五
音
不
已
、
則
窮
身
之
事
也
。」」（『
韓
非
子
集

解
』
六
二
～
六
六
頁
）
と
あ
る
。
当
該
故
事
と
同
様
の
記
事
は
、『
史
記
』「
楽
書
」
な
ど
に
も
見
え
る
。
な
お
、『
琴
経
』
巻
一
「
琴
学
淵
源
上
」
に
は
、「
韓
子

曰
、
師
曠
鼓
琴
、
有
玄
鶴
銜
珠
、
於
中
庭
Ắ
舞
。」
と
述
べ
、
同
書
巻
十
一
「
琴
窓
雑
記
上
」
に
、
当
該
師
曠
の
故
事
を
載
せ
る
。

【
参
考
】『
琴
史
』
巻
二
「
師
曠
」
の
項
（
二
～
三
頁
）
に
、
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。

⒀

擊ゲ
キ

磬ケ
イ

襄ジ
ヤ
ウ

ハ
孔
子
ノ
琴
ノ
師
ナ
リ

撃
磬
襄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
が
『
論
語
』「
微
子
」
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
「
少
師
陽
・
擊
磬
襄
入
於
海
。」（『
論
語
注
疏
』

二
八
九
頁
）
と
見
え
る
が
、
同
書
中
に
、
撃
磬
襄
が
孔
子
の
琴
の
師
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、『
史
記
』「
孔
子
世
家
」
と
『
韓
詩
外
伝
』
巻
五

六
八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻



に
は
、
孔
子
が
師
襄
子
か
ら
琴
を
習
っ
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
（
後
掲
）。
前
者
の
撃
磬
襄
と
後
者
の
師
襄
子
を
別
の
人
物
と
み
な
す
見
解
も
あ
る
が
、『
孔
子
家

語
』
巻
八
「
弁
楽
解
」
で
は
、「
孔
子
學
琴
於
師
襄
子
。
襄
子
曰
、「
吾
雖
以
擊
磬
爲
官
、
然
能
於
琴
。…

…

」」
と
見
え
、
更
に
『
史
記
』
索
隠
で
は
、「
家
語
師
襄

子
曰
「
吾
雖
以
擊
磬
爲
官
、
然
能
於
琴
」。
蓋
師
襄
子
魯
人
、
論
語
謂
之
「
擊
磬
襄
」
是
也
。」（
一
九
二
五
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
両
者
を
同
一
人
物
と
し
て
、
撃

磬
襄
す
な
わ
ち
師
襄
子
で
あ
る
と
み
な
す
説
も
あ
る
。
徂
徠
は
、
後
者
の
説
に
拠
り
、「
擊ゲ

キ

磬ケ
イ

襄ジ
ヤ
ウ

ハ
孔
子
ノ
琴
ノ
師
ナ
リ
。」
と
述
べ
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

徂
徠
の
『
論
語
徴
』「
微
子
」
で
は
、
特
に
撃
磬
襄
に
関
す
る
言
及
は
な
い
（『
論
語
徴
2
』
三
二
四
頁
）。

さ
て
、
孔
子
が
師
襄
子
か
ら
琴
を
習
っ
た
と
い
う
記
述
は
、『
史
記
』「
孔
子
世
家
」
に
は
、「
孔
子
學
鼓
琴
師
襄
子
、
十
日
不
㘟
。
師
襄
子
曰
、「
可
以
益
矣
。」

孔
子
曰
、「
丘
已
㗹
其
曲
矣
、
未
得
其
數
也
。」
有
閒
、
曰
、「
已
㗹
其
數
、
可
以
益
矣
。」
孔
子
曰
、「
丘
未
得
其
志
也
。」
有
閒
、
曰
、「
已
㗹
其
志
、
可
以
益
矣
。」

孔
子
曰
、「
丘
未
得
其
爲
人
也
。」
有
閒
、（
曰
）
有
㘂
穆
然
深
思
焉
、
有
㘂
怡
然
高
㛕
而
㕚
志
焉
。
曰
、「
丘
得
其
爲
人
、
黯
然
而
黑
、
幾
然
而
長
、
眼
如
㛕
羊
、
如

王
四
國
、
非
文
王
其
誰
能
爲
此
也
。」
師
襄
子
辟
席
再
拜
、
曰
、「
師
蓋
云
文
王
操
也
。」」（
一
九
二
五
頁
）
と
見
え
る
。『
韓
詩
外
伝
』
巻
五
に
は
、「
孔
子
學
鼓
琴

於
師
襄
子
而
不
㘟
、
師
襄
子
曰
、「
夫
子
可
以
㘟
矣
。」
孔
子
曰
、「
丘
已
得
其
曲
矣
、
未
得
其
數
也
。」
有
閒
、
曰
、「
夫
子
可
以
㘟
矣
。」
曰
、「
丘
已
得
其
數
矣
、

未
得
其
意
也
。」
有
閒
、
復
曰
、「
夫
子
可
以
㘟
矣
。」
曰
、「
丘
已
得
其
意
矣
、
未
得
其
人
也
。」
有
閒
、
復
曰
、「
夫
子
可
以
㘟
矣
。」
曰
、「
丘
已
得
其
人
矣
、
未
得

其
類
也
。」
有
閒
、
曰
、「
邈
然
㕚
㛕
、
洋
洋
乎
、
㜂
㜂
乎
、
必
作
此
樂
也
。
黯
然
而
黑
、
幾
然
而
長
、
以
王
天
下
、
以
㙫
諸
侯
者
、
其
惟
文
王
乎
。」
師
襄
子
㚧
席

再
拜
曰
、「
善
。
師
以
爲
文
王
之
操
也
。」
故
孔
子
持
文
王
之
聲
、
知
文
王
之
爲
人
。
師
襄
子
曰
、「
敢
問
何
以
知
其
文
王
之
操
也
。」
孔
子
曰
、「
然
。
夫
仁
者
好
韋
、

和
者
好
粉
、
智
者
好
彈
、
有
慇
懃
之
意
者
好
麗
。
丘
是
以
知
文
王
之
操
也
。」
傳
曰
、
聞
其
末
而
逹
其
本
者
、
㘭
也
。」（『
韓
詩
外
伝
集
釈
』
一
七
五
～
一
七
七
頁
）

と
あ
る
。
な
お
、『
琴
経
』
巻
一
「
琴
学
淵
源
下
」
に
も
、
師
襄
子
と
孔
子
の
当
該
故
事
を
載
せ
て
い
る
。

【
参
考
】『
琴
史
』
巻
二
「
師
襄
子
」
の
項
に
は
、「
師
襄
子
、
蓋
魯
人
。『
論
語
』
㘂
謂
擊
磬
襄
者
是
也
。
夫
子
學
鼓
琴
師
襄
子
、
十
日
不
㘟
。
襄
子
曰
、「
今
子

於
琴
已
㗹
、
可
以
益
矣
。」
孔
子
曰
、…

…

」（
三
頁
）
と
あ
り
、
撃
磬
襄
す
な
わ
ち
師
襄
子
と
す
る
説
を
採
っ
た
上
で
、
師
襄
子
と
孔
子
の
当
該
故
事
を
載
せ
て
い

る
。

⒁

師シ

文ブ
ン

ハ
襄
ガ
弟
子
ナ
リ

師
文
は
、
春
秋
時
代
の
鄭
国
の
楽
師
で
あ
る
。
瓠
巴
（
注
⑾
参
照
）
の
琴
の
話
を
聞
い
た
こ
と
か
ら
、
家
を
捨
て
、
師
襄
子
（
注
⒀
参

照
）
に
入
門
し
、
琴
を
修
行
し
て
奥
義
を
得
た
と
い
う
故
事
が
、『
列
子
』
巻
五
「
湯
問
篇
」
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
瓠
巴
鼓
琴
而
鳥
舞
魚
㛯
、
鄭
師
文
聞
之
、

棄
家
從
師
襄
游
。
㙥
指
鈞
弦
、
三
年
不
㘫
章
。
師
襄
曰
、「
子
可
以
歸
矣
。」
師
文
舍
其
琴
、
歎
曰
、「
文
非
弦
之
不
能
鈞
、
非
章
之
不
能
㘫
。
文
㘂
存
者
不
在
弦
、

六
九

荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
二
）



㘂
志
者
不
在
聲
。
內
不
得
於
心
、
外
不
應
於
器
、
故
不
敢
發
手
而
動
弦
。
且
小
假
之
、
以
觀
其
後
。」
無
幾
何
、
復
見
師
襄
。
師
襄
曰
、「
子
之
琴
何
如
。」
師
文
曰
、

「
得
之
矣
。
㘰
嘗
試
之
。」
於
是
當
春
而
叩
商
弦
以
召
南
呂
、
涼
風
怱
至
、
草
木
㘫
實
。
㖎
秋
而
叩
角
弦
以
激
夾
鍾
、
溫
風
徐
迴
、
草
木
發
榮
。
當
夏
而
叩
羽
弦
以
召

黃
鐘
、
霜
㘹
交
下
、
川
池
暴
沍
。
㖎
㚂
而
叩
徵
弦
以
激
蕤
賓
、
陽
光
熾
烈
、
堅
冰
立
散
。
將
㗸
、
命
宮
而
總
四
弦
、
則
景
風
Ắ
、
慶
雲
浮
、
甘
露
降
、
澧
泉
湧
。
師

襄
乃
撫
心
高
蹈
曰
、「
㚨
矣
子
之
彈
也
。
雖
師
曠
之
淸
角
、
鄒
衍
之
吹
律
、
㛏
以
加
之
。
彼
將
挾
琴
執
管
而
從
子
之
後
耳
。」」（『
列
子
集
釈
』
一
七
五
～
一
七
七
頁
）

と
あ
る
。『
琴
経
』
で
は
、
巻
十
一
「
琴
窓
雑
記
上
」
に
当
該
故
事
を
載
せ
る
。

【
参
考
】『
琴
史
』
巻
二
「
師
文
」
の
項
（
三
～
四
頁
）
に
、
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。

⒂

方ハ
ウ

子シ

春シ
ユ
ン

ハ
㘫セ

イ
連レ

ン
ニ
授
ケ
、
㘫
連
ハ
伯ハ

ク
牙ガ

ニ
傳
フ

伯
牙
は
、
琴
の
名
手
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、『
荀
子
』「
勧
学
」
に
、「
伯
牙
鼓
琴
而
六
馬
仰
秣
。」

（『
荀
子
集
解
』
一
〇
頁
）
と
見
え
る
。
こ
の
記
述
に
関
し
て
、
徂
徠
の
『
読
荀
子
』
巻
一
で
は
、「「
伯
牙
琴
を
鼓
し
て
、
六
馬
仰
い
で
秣
ふ
」
六
馬
は
駕
に
在
る

も
の
を
以
て
言
ふ
。
畜
獸
の
欲
專
ら
啖
⻝
に
在
り
。
秣
ふ
の
時
に
方
り
て
、
首
を
仰
い
で
貪
り
聽
き
、
以
て
其
の
欲
を
㛑
る
。
至
聲
の
異
類
を
感
ず
る
者
深
き
な

り
。」（
一
七
～
一
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
伯
牙
に
つ
い
て
は
、
彼
の
弾
琴
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
た
友
人
、
鍾
子
期
と
の
故
事

─
所
謂
「
伯
牙
絶
弦
」、「
知
音
」（
琴
を
通
じ
て
真
に
理
解
し
合

え
る
友
。
転
じ
て
、
心
の
通
じ
合
う
親
友
の
こ
と
）
の
語
源
と
な
っ
た
故
事

─
が
広
く
知
ら
れ
る
。
当
該
故
事
は
、『
呂
氏
春
秋
』
巻
一
四
「
孝
行
覧
」「
本
味
」

に
、「
伯
牙
鼓
琴
、
鍾
子
期
聽
之
、
方
鼓
琴
而
志
在
太
山
、
鍾
子
期
曰
、「
善
哉
乎
鼓
琴
、
巍
巍
乎
若
太
山
。」
少
㘿
之
閒
、
而
志
在
流
水
、
鍾
子
期
又
曰
、「
善
哉
乎

鼓
琴
、
湯
湯
乎
若
流
水
。」
鍾
子
期
死
、
伯
牙
破
琴
絕
弦
、
㗸
身
不
復
鼓
琴
、
以
爲
世
無
足
復
爲
鼓
琴
者
。」（『
呂
氏
春
秋
新
校
釈
』
七
四
四
～
七
四
五
頁
）
と
見

え
、『
列
子
』
巻
五
「
湯
問
篇
」
に
も
、「
伯
牙
善
鼓
琴
、
鍾
子
期
善
聽
。
伯
牙
鼓
琴
、
志
在
登
高
山
。
鍾
子
期
曰
、「
善
哉
。
峨
峨
兮
若
泰
山
。」
志
在
流
水
。
鍾
子

期
曰
、「
善
哉
。
洋
洋
兮
若
江
河
。」
伯
牙
㘂
念
、
鍾
子
期
必
得
之
。
伯
牙
游
於
泰
山
之
陰
、
卒
逢
暴
雨
、
止
於
巖
下
、
心
悲
、
乃
㕗
琴
而
鼓
之
。
初
爲
霖
雨
之
操
、

更
㙉
崩
山
之
音
。
曲
每
奏
、
鍾
子
期
輒
窮
其
趣
。
伯
牙
乃
舍
琴
而
嘆
曰
、「
善
哉
、
善
哉
、
子
之
聽
夫
。
志
想
象
㛹
吾
心
也
。
吾
於
何
㚇
聲
哉
。」」（『
列
子
集
釈
』

一
七
八
頁
）
と
あ
る
ほ
か
、
後
々
ま
で
多
く
の
文
献
に
お
い
て

─
更
な
る
内
容
を
付
加
さ
れ
た
り
し
て
様
々
に

─
言
及
な
い
し
記
載
さ
れ
て
き
た
。『
琴
経
』

巻
九
「
大
雅
嗣
音
」
に
も
、『
呂
氏
春
秋
』
か
ら
引
い
た
当
該
故
事
を
載
せ
る
。

さ
て
、
伯
牙
の
琴
の
師
が
成
連
で
、
成
連
の
琴
の
師
が
方
子
春
と
い
う
人
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、『
太
平
御
覧
』
に
引
く
『
大
周
正
楽
』
と
『
楽
府
解
題
』（
い

ず
れ
も
逸
書
）
の
記
事
や
、
平
津
館
叢
書
本
『
琴
操
』
等
に
載
せ
る
琴
曲
「
水
仙
操
」
の
題
解
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
徂
徠
が
参
照
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
後
掲
す
る

七
〇

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻



『
琴
経
』
の
記
述
や
、
あ
る
い
は
『
詩
所
』
巻
九
「
琴
曲
歌
辞
」
に
収
載
す
る
「
水
仙
操
」
の
題
解
な
ど
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
琴
経
』
巻
九

「
大
雅
嗣
音
」
に
は
、「
伯
牙
學
琴
於
㘫
連
子
、
三
年
不
㘫
。
連
云
、「
吾
師
方
子
春
、
善
移
人
㘒
。」
乃
與
偕
㕝
蓬
海
、
留
伯
牙
曰
、「
子
居
㗹
之
、
吾
將
㖮
師
。」
刺

船
而
去
、
旬
時
不
㛀
。
伯
牙
延
㛕
無
人
、
但
聞
海
水
洞
湧
、
山
林
杳
冥
、
愴
然
嘆
曰
、「
先
生
移
我
㘒
矣
。」
乃
㕗
琴
而
鼓
。
㘨
盡
天
下
之
妙
。〔『
樂
府
題
解
』。
牙

姓
愈
、
名
瑞
。〕」（『
楽
府
題
解
』
は
逸
書
）
と
見
え
る
。
ま
た
、『
初
学
記
』
巻
一
六
「
楽
部
下
」
に
お
い
て
は
、「
古
之
善
鼓
琴
者
有…

…

㘫
連
、
伯
牙
、
方
子

春
、
鍾
子
期
〔
竝
見
『
琴
操
』〕」（
三
八
五
～
三
八
六
頁
）
と
見
え
、
同
書
に
引
く
『
琴
操
』
に
は
「
十
一
曰
、
水
仙
操
〔
伯
牙
㘂
作
。〕」（
三
八
六
頁
）
と
あ
る
。

『
詩
所
』
巻
九
「
琴
曲
歌
辞
」
の
「
水
仙
操
」
の
題
解
に
は
、「
伯
牙
學
琴
於
㘫
連
、
三
年
而
㘫
、
至
於
精
神
寂
寞
、
㘒
之
專
一
、
未
能
得
也
。
㘫
連
云
、「
吾
之
學

不
能
移
人
之
㘒
。
吾
師
有
方
子
春
、
在
東
海
中
。」
乃
賚
糧
、
從
之
、
至
蓬
萊
山
、
留
伯
牙
曰
、「
吾
將
㖮
吾
師
。」
刺
船
而
去
、
旬
時
不
㛀
。
伯
牙
心
悲
、
延
頸
四

㛕
、
但
聞
海
水

沒
、
山
林
窅
冥
、
群
鳥
悲
號
、
仰
天
歎
曰
、「
先
生
將
移
我
㘒
。」
乃
㕗
琴
而
作
此
歌
。」
と
見
え
る
。

【
参
考
】『
太
平
御
覧
』
巻
五
七
八
「
楽
部
一
六
」「
琴
中
」
に
引
く
『
大
周
正
楽
』
に
、「
方
子
春
敎
㘫
連
生
鼓
琴
、
能
化
人
㘒
者
也
。
㘫
連
先
生
、
敎
伯
牙
鼓
琴

者
也
。
鍾
子
期
、
善
聽
知
音
者
。
子
期
死
、
伯
牙
㗸
身
不
鼓
琴
者
也
。」（
二
六
〇
九
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
同
書
「
琴
中
」
に
引
く
『
楽
府
解
題
』
に
、「
水
㜕
操
。

伯
牙
學
琴
於
㘫
連
先
生
、
三
年
不
㘫
、
至
於
精
神
寂
寞
、
㘒
之
專
一
、
尙
未
能
也
。
㘫
連
云
、「
吾
師
方
子
春
、
今
在
東
海
中
、
能
移
人
㘒
。」
乃
與
伯
牙
俱
㕝
。
至

蓬
萊
山
、
留
宿
伯
牙
曰
、「
子
居
㗹
之
、
吾
將
㖮
師
。」
刺
舡
而
去
、
旬
時
不
㛀
。
伯
牙
㖢
㛕
無
人
、
但
聞
海
水
洞
滑
㛄
澌
之
聲
、
山
林
窅
寞
、
群
鳥
悲
號
、
愴
然
而

嘆
曰
、「
先
生
將
移
我
㘒
。」
乃
㕗
琴
而
歌
、
曲
㗸
、
㘫
連
迴
、
刺
船
、
㖮
之
而
㕼
。
伯
牙
㘨
爲
天
下
妙
矣
。」（
二
六
〇
八
頁
）
と
見
え
る
。
ま
た
、『
琴
史
』
巻
二

「
伯
牙
」
の
項
（
四
～
五
頁
）
に
、
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。

⒃
《
大
㛼
》・《
小
㛼
》・《
長
側
》・《
短
側
》
ト
云
(フ
)琴
曲
ハ
、
長
沮ソ

・
桀ケ

ツ
溺デ

キ

ガ
㕊イ

操サ
ウ

ナ
リ

長
沮
と
桀
溺
は
、
春
秋
時
代
の
楚
国
の
隠
者
で
、
孔
子
と
同
時
代
の

人
で
あ
る
。
諸
国
を
周
流
し
て
い
た
孔
子
に
対
し
て
、
今
の
世
で
は
隠
者
に
な
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
言
っ
た
と
い
う
話
が
、『
論
語
』「
微
子
」
に
見

え
る
。
す
な
わ
ち
「
長
沮
・
桀
溺
耦
而
㗊
、
孔
子
㕥
之
、
使
子
路
問
津
焉
。
長
沮
曰
、「
夫
執
輿
者
爲
誰
。」
子
路
曰
、「
爲
孔
丘
。」
曰
、「
是
魯
孔
丘
與
。」
曰
、

「
是
也
。」
曰
、「
是
知
津
矣
。」
問
於
桀
溺
。
桀
溺
曰
、「
子
爲
誰
。」
曰
、「
爲
仲
由
。」
曰
、「
是
魯
孔
丘
之
徒
與
。」
對
曰
、「
然
。」
曰
、「
滔
滔
者
天
下
皆
是
也
、

而
誰
以
易
之
。
且
而
與
其
從
辟
人
之
士
也
、
豈
若
從
辟
世
之
士
哉
。」
耰
而
不
輟
。
子
路
行
以
吿
。
夫
子
憮
然
、
曰
、「
鳥
獸
不
可
與
同
群
、
吾
非
斯
人
之
徒
與
而
誰

與
。
天
下
有
㚋
、
丘
不
與
易
也
。」」（『
論
語
注
疏
』
二
八
四
～
二
八
五
頁
）
と
あ
る
。
な
お
、
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
の
当
該
箇
所
に
お
い
て
は
、
特
に
長
沮
・
桀
溺

の
琴
曲
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。

七
一

荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
二
）



《
大
遊
》・《
小
遊
》・《
長
側
》・《
短
側
》
の
琴
曲
が
長
沮
と
桀
溺
の
遺
操
、
つ
ま
り
彼
ら
が
遺
し
た
琴
曲
（「
操
」
に
つ
い
て
は
前
注
⑶
参
照
）
で
あ
る
と
い
う
の

は
、『
琴
経
』
巻
九
「
大
雅
嗣
音
」
に
、「
長
沮
・
桀
溺
潜
德
、
偶
㗊
。
今
、
琴
中
《
大
㛼
》・《
小
㛼
》・《
長
側
》・《
短
側
》
其
㕊
操
也
。〔『
對
音
』〕」
と
見
え
る
の

に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
「〔『
對
音
』〕」
と
は
、
前
注
⑹
で
述
べ
た
と
お
り
、
楊
表
正
撰
『
新
刊
正
文
対
音
捷
要
琴
譜
真
伝
』
ま
た
は
『
重
修
正
文
対

音
捷
要
真
伝
琴
譜
大
全
』
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
後
者
の
巻
一
「
聖
賢
名
録
」
に
は
、「
長
沮
・
桀
溺
〔
作
《
大
遁（

マ
マ
㛼
）》・《

小
㛼
》・《
長
側
》・《
短
側
》。
二
隠
士

名
。〕」（
二
六
〇
頁
）
と
見
え
る
。

⒄

今
、
樂
ニ
「
㛼
聲
」
ト
云
(フ
)コ
ト
ア
ル
モ
、《
大
㛼
》・《
小
㛼
》
ヨ
リ
出
(デ
)タ
ル
ナ
ル
ベ
シ

日
本
の
雅
楽
に
伝
わ
る
唐
楽
（
唐
代
中
国
か
ら
伝
来
し
た
楽

舞
）
の
大
曲
《
春
鶯
囀
》
は
、「
遊
声
」・「
序
」・「
颯
踏
」・「
入
破
」・「
鳥
声
」・「
急
声
」
の
六
楽
章
か
ら
成
る
が
、
そ
の
よ
う
な
、
日
本
の
楽
に
今
も
伝
承
さ
れ

て
い
る
「
遊
声
」
と
称
す
る
楽
章
な
い
し
楽
曲
を
指
し
て
、「
今
、
樂
ニ
「
㛼
聲
」
ト
云
(フ
)コ
ト
ア
ル
モ
」
と
述
べ
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
現
行
の
雅
楽
曲
で

は
、「
遊
声
」
は
《
春
鶯
囀
》
に
の
み
伝
え
ら
れ
る
が
、
伝
承
が
途
絶
え
た
も
の
で
は
、
同
じ
く
唐
楽
の
大
曲
《
皇
帝
破
陣
楽
》
な
ど
に
も
「
遊
声
」
の
楽
章
が

あ
っ
た
と
い
う
（
遠
藤
徹
『
雅
楽
を
知
る
事
典
』
七
〇
、
三
〇
九
、
三
二
八
頁
参
照
）。

「
遊
声
」
が
琴
曲
の
《
大
遊
》・《
小
遊
》
に
由
来
す
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と
い
う
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は
、
管
見
で
は
、
他
の
文
献
等
に
お
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て
未
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で
あ
る
。
徂
徠
独
自
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あ
ろ
う
か
。
ち

な
み
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徂
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春
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関
す
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事
な
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引
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た
上
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、「
茂
卿
按
、
本
邦
㘂
傳

樂
名
、…

…

㚃
四
十
四
曲
、…

…

春
鶯
囀…

…

」
と
述
べ
、
日
本
に
伝
わ
る
唐
代
由
来
の
楽
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の
一
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と
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春
鶯
囀
》
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げ
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い
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が
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遊
声
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に
つ
い

て
は
言
及
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な
い
。

※
紙
幅
の
関
係
上
、
注
⒅
以
下
は
次
稿
に
載
せ
る
。
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